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交流会の開催地 3ヵ所
31人
80％
70％

交流会の参加者数
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課題
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活動内容と成果

　中学生や高校生になったユースに、さらなる学習の場と成長のきっかけとな
る全国的な活動が行われていない。

　2018年度のCEPAワークショップ開催予定湿地について
会内での話し合いを進めており、開催場所、日程が決まりつ
つある。また、開催内容についても、前年度の反省を踏まえ、
新たな展開にもチャレンジする。

　日本各地の湿地で活動するユースが集まり、20人規模のユースラムサール
交流会（CEPAワークショップ）が定期的に開催される。

●ユースラムサールCEPAワークショップの開催：「円山川下流域・周辺水田」
（兵庫県豊岡市）、「釧路湿原」（北海道鶴居村）、「荒尾干潟」（熊本県荒尾市）
と地域、タイプの異なる湿地で開催。それぞれ地元行政やNGOと連携して実

今後の
展望

湿地交流の成果発表（熊本県荒尾市）

湿地の整備作業の手伝い
（兵庫県豊岡市）

■苦労した点
　参加者の確保：「円山川
下流域・周辺水田」と「釧
路湿原」の企画の間隔が
2週間ほどしかなく、参加
者 が 十 分 に 確 保 で きな
かった。

■工夫した点
　交流会の開催にあたっ
て は 、現 地 の 自 治 体 や
NGO、全国的な湿地保全
のNGOなどと事前に十分
に打ち合わせの上で実施
した。

苦労した点と工夫した点

施し、地元を巻き込む形で事業を進める
ことができ、広く湿地保全についての知識
を持つ人材を増やすことができた。また、
それぞれの開催地からの参加者があった
他、藤前干潟（愛知県）、琵琶湖（滋賀県）、
くじゅう坊ガツル・タデ原湿原（大分県）
と、他の地域で活動するユースからの参加
もあった。


